
１
－
沿
岸
域
管
理
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向

　
平
成
十
年
三
月
、
新
し
い
全
国
総
合
開
発
計
画
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
国
土
の
長
期
構
想
と
し
て
「
二
十

一
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
が
提
示
さ

れ
た
。
こ
の
新
全
総
で
は
、
わ
が
国
の
沿
岸
域
を
と

り
ま
く
状
況
を
踏
ま
え
、
〈
海
と
人
と
の
多
様
な
係

わ
り
の
構
築
〉
及
び
〈
沿
岸
域
圏
の
総
合
的
な
計
画

と
管
理
の
推
進
〉
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

　
同
四
月
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
に
お
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ

の
海
洋
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
と
韓
国
政
府
海
洋
水
産

部
所
管
の
韓
国
海
洋
水
産
開
発
院
（
Ｋ
Ｍ
Ｉ
）
の
共

催
に
よ
り
統
合
的
な
沿
岸
域
管
理
を
テ
ー
マ
と
す
る

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議

に
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
と
Ｋ
Ｍ
Ｉ
の
関
係
者
は
も
と
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ン
ド
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本

か
ら
沿
岸
域
管
理
の
専
門
家
が
百
名
余
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
と
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
熱
心
な
報

告
と
討
議
が
行
わ
れ
た
。
日
本
か
ら
の
唯
一
の
参
加

者
で
あ
り
報
告
者
と
な
っ
た
私
に
は
、
大
阪
湾
ベ
イ

エ
リ
ア
に
お
け
る
環
境
保
全
創
造
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
約
三
十
分
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
会
議
で
は
、
統
合
的
な
沿
岸

域
管
理
に
係
わ
る
国
及
び
広
域
的
地
域
レ
ベ
ル
で
の

調
整
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
が
中
心
的
に
討
議
さ
れ
、

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
場
な
ど
を

含
め
て
活
発
な
意
見
交
換
と
情
報
交
流
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
「
統

合
的
な
沿
岸
域
管
理
（
I
n
t
e
g
r
a
t
e
d

C
o
a
s
t
a
l

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
）
は
、
い
ま
や
地
球
的
規
模
の
重

大
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
内
外
の
沿
岸
域
管
理
を
め
ぐ
る
動
向

を
踏
ま
え
つ
つ
、
大
阪
湾
ベ
イ
ェ
リ
ア
に
お
い
て
取

り
組
ま
れ
て
い
る
「
な
ぎ
さ
海
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
具
体
的
な
環
境
保
全
創
造
事
業
に
つ
い
て
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
沿
岸
域
の
環
境
保
全
創
造
に
向
け
た

今
後
の
展
望
に
係
わ
る
若
干
の
提
案
を
示
し
た
い
。

２
－
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
の
特
性

　
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
は
、
我
が
国
三
大
湾
の
沿
岸

域
の
一
つ
と
し
て
、
背
後
に
千
五
百
万
人
以
上
の
巨

大
な
人
口
を
擁
し
、
活
発
な
産
業
経
済
活
動
の
場
を

提
供
し
て
い
る
。
し
か
し
、
産
業
排
水
や
生
活
排
水

が
長
期
に
わ
た
っ
て
不
十
分
な
形
で
処
理
さ
れ
て
き

た
た
め
、
水
質
や
底
質
は
相
当
に
悪
化
し
た
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水
際
線
が
大
規
模
に
埋
め
立

て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
水
辺
へ
の
市
民
的
利
用

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ク
セ
ス
）
が
困
難
と
な
り
、
全
体

と
し
て
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
乏
し
い
魅
力
を
欠
い
た
地
域

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
大
阪
湾
の
水
質
は
、
概
ね
東
京
湾
と

伊
勢
湾
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
り
、
湾
奥
部

で
は
と
く
に
水
質
が
悪
化
し
て
い
る
。

人
工
の
海
岸
が
約
八
割
を
占
め
、
自
然

の
海
岸
が
極
め
て
少
な
い
（
表
－
１
）
。

　
大
阪
湾
に
お
け
る
戦
後
期
の
埋
め
立

て
面
積
は
、
累
計
で
約
七
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
び
、
こ
の
数
値
は
大
阪
湾
の
水

域
面
積
の
約
五
％
が
埋
め
立
て
ら
れ
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
図
－
１
）
。

高
度
経
済
成
長
期
に
見
ら
れ
た
大
規
模

な
埋
め
立
て
は
影
を
潜
め
た
も
の
の
、

今
後
も
埋
め
立
て
開
発
を
前
提
と
し
た

構
想
や
計
画
が
幾
つ
か
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
阪
湾
ベ
イ
ェ
リ
ア

の
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、

こ
れ
以
上
の
悪
化
を
く
い
止
め
る
と
と

も
に
、
積
極
的
な
環
境
改
善
と
保
全
創

造
の
た
め
の
手
だ
て
を
緊
急
に
講
じ
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

表－１　三大湾（東京湾、伊勢湾、大阪湾）の比較

３
一
大
坂
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
の
位
置
づ
け

１
－
沿
岸
域
管
理
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向

２
－
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
の
特
性

３
１
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
の
位
置
づ
け

４
－
大
阪
湾
ベ
イ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
環
境
保

　
　
全
創
造
の
取
り
組
み

５
ｌ
海
と
人
と
の
多
様
な
係
わ
り
の
構
築
を

　
　
め
ざ
し
て
～
三
つ
の
政
策
提
案
～

　
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
に
お
け
る
開
発
と
環
境
の
あ

り
方
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
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③
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
の
環
境
保
全
創
造
に
向
け
た
取
り
組
み
の
現
状
と
展
望



①
－
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法

　
大
阪
湾
を
含
む
瀬
戸
内
地
域
で
は
、
昭
和
四
十
九

年
に
発
生
し
た
岡
山
県
水
島
地
区
で
の
重
油
流
出
事

故
を
契
機
と
し
て
「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置

法
」
（
昭
和
五
十
三
年
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
同

法
で
は
、
〈
開
発
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
未
利
用
地

を
極
力
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
や
む
を
得
ず
埋
め
立

て
を
行
う
場
合
で
も
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
審
議
会

答
申
「
埋
め
立
て
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
」
に
適
合

す
る
も
の
と
す
る
〉
と
し
て
お
り
、
こ
の
法
の
精
神

は
、
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
を
含
む
瀬
戸
内
地
域
に
お

い
て
歯
止
め
な
く
埋
め
立
て
開
発
が
進
む
こ
と
に
よ

り
、
多
島
海
と
し
て
世
界
に
類
い
ま
れ
な
瀬
戸
内
海

の
美
し
い
景
観
と
環
境
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
抑
止

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

②
－
大
阪
湾
臨
海
地
域
開
発
整
備
法
と
こ
れ
に
基
づ

　
　
く
整
備
計
画

　
平
成
三
年
四
月
、
〈
世
界
都
市
・
関
西
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
〉
を
開
発
整
備
の
理
念
と
す
る
「
大
阪
湾
ベ

イ
エ
リ
ア
開
発
整
備
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
が
、

関
西
の
産
・
学
・
官
か
ら
な
る
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア

開
発
推
進
協
議
会
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
〈
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
高
い
環

境
の
創
造
〉
　
〈
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
の
持
つ
環
境
資

源
の
回
復
・
保
全
・
創
造
・
活
用
〉
　
〈
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
な
循
環
型
都
市
構
造
の
形
成
〉
と
い
っ
た
環
境
の

保
全
と
創
造
に
係
わ
る
基
本
的
な
視
点
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
実
現
に
向

け
た
八
つ
の
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し

て
「
な
ぎ
さ
海
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
案
さ
れ
た
。

　
平
成
四
年
十
二
月
、
上
記
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

法
的
に
位
置
づ
け
そ
の
実
現
性
を
担
保
す
る
も
の
と

し
て
、
「
大
阪
湾
臨
海
地
域
開
発
整
備
法
」
が
制
定

さ
れ
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
「
大
阪
湾
臨
海
地
域

及
び
関
連
地
域
の
整
備
等
に
関
す
る
基
本
方
針
」
（
平

成
五
年
十
月
）
が
国
に
よ
り
示
さ
れ
た
。
基
本
方
針

で
は
、
〈
環
境
の
負
荷
の
少
な
い
健
全
で
持
続
的
な

発
展
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
経
済
社
会
を
構
築
す

る
〉
と
い
う
環
境
面
に
配
慮
し
た
整
備
の
目
標
が
明

示
さ
れ
、
ま
た
同
法
に
基
づ
い
て
、
（
財
）
大
阪
湾

ベ
イ
ェ
リ
ア
開
発
推
進
機
構
が
創
設
さ
れ
、
大
阪
湾

ベ
イ
ェ
リ
ア
の
開
発
整
備
に
お
い
て
連
絡
調
整
組
織

と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
平
成
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
、
大
阪
府
や
兵
庫

県
な
ど
関
係
七
府
県
と
大
阪
市
・
神
戸
市
に
お
い
て

上
記
「
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
整
備
法
」
に
基
づ

く
整
備
計
画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
た
。
「
臨
海
地
域
」

に
お
い
て
は
、
開
発
地
区
と
中
核
的
施
設
の
施
設
名
・

種
類
・
位
置
・
規
模
・
機
能
・
事
業
主
体
が
そ
れ
ぞ

れ
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
現
在
東
京
湾
に
つ
い
て
も
、
大
阪
湾

ペ
イ
エ
リ
ア
の
経
験
を
踏
ま
え
て
東
京
湾
臨
海
地
域

の
整
備
保
全
を
目
的
と
し
た
新
た
な
法
律
を
検
討
す

る
動
き
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

③
－
大
阪
湾
港
湾
計
画
の
基
本
構
想

　
こ
う
し
た
法
律
に
基
づ
く
取
り
組
み
と
は
別
に
、

国
（
国
土
庁
、
運
輸
省
、
建
設
省
、
通
産
省
、
農
林

水
産
省
、
環
境
庁
）
や
地
方
公
共
団
体
（
大
阪
府
、

兵
庫
県
、
大
阪
市
、
神
戸
市
）
な
ど
関
係
機
関
に
お

い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
と
計
画
策
定
の
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。

図―１　大阪湾における埋め立て状況　
平
成
七
年
十
一
月
、
運
輸
省
第
三
港
湾
建
設
局
は

「
大
阪
湾
港
湾
計
画
の
基
本
構
想
」
を
策
定
し
た
。

こ
の
構
想
で
は
、
大
阪
湾
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
関
し
て
、

市
民
が
安
全
に
立
ち
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
水
際
線

が
三
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え

て
、
今
後
人
々
が
気
軽
に
近
づ
け
る
快
適
な
水
辺
空

間
の
形
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
開
発
で
失
わ
れ
た

約
二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
海
浜
・
干
潟
・
浅
場
を
二
十

一
世
紀
中
に
取
り
戻
す
た
め
、
当
面
二
〇
一
〇
年
の

目
標
年
次
ま
で
に
人
工
島
の
護
岸
を
中
心
に
約
三
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
海
浜
等
の
造
成
を
め
ざ
す
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方
③
事
例
か
ら
見
る
総
合
的
地
域
開
発
の
概
念
と
課
題
（
海
外
・
他
都
市
）

出典：「瀬戸内海の環境保全‐資料集‐」（環境庁等1994）
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を
め
ぐ
る
法
制
度
か
ら
見
た
位
置
づ
け
を
明
確
に
し

て
お
き
た
い
。



４

大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
に
お
け
る
環
境
保

全
創
造
の
取
り
組
み

　
次
に
、
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
に
お
け
る
環
境
保
全

創
造
の
取
り
組
み
を
、
「
な
ぎ
さ
海
道
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
、
具
体
的
な
環
境
保
全
創
造
事
業
に
つ
い
て

そ
の
内
容
と
特
徴
を
紹
介
す
る
。

④
－
「
な
ぎ
さ
海
道
」
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

ア
経
緯

　
現
在
、
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
「
な

ぎ
さ
海
道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
既
述
の
通
り
、
平
成
三
年

四
月
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア

に
お
け
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
お
い
て
シ
ン
ボ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
水
際
線
の
現
状
把
握
、
沿
岸
域
関
係

市
町
や
立
地
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行

い
、
平
成
六
年
に
は
「
な
ぎ
さ
海
道
の
形
成
に
向
け

て
」
と
題
す
る
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

セ
ミ
ナ
ー
や
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
推
進
機
構
の

季
刊
Ｐ
Ｒ
誌
「
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
を
通
じ
た
広
報
活
動
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
関
係
団
体
の
合
意
を
得
て
、
平

成
九
年
三
月
、
「
〈
な
ぎ
さ
海
道
〉
推
進
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

イ
な
ぎ
さ
海
道
と
は

　
　
「
な
ぎ
さ
」
は
、
多
様
な
生
物
が
生
息
し
、
豊
か

な
自
然
が
広
が
る
波
打
ち
際
を
指
し
て
い
る
。
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図一２　大阪湾ベイエリアにおける環境保全創造事業の展開（位置）

出典：「魅力ある大阪湾ベイエリアの環境保全創造をめざして」（大阪湾ベイエリア「なぎさ海道」推進会議）
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